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最近開発された16形114度鵬向受像管に関し二,三の検討を行なった結果,由両市現性および広角化による

人面稽コントラストの劣化度において従来品をしのぐ性能を有することを明らかにした｡

また,広角化に伴い,偏向回路に課せられる問題のうち,偏向回路の設計方針,垂直直線性補正回路,垂直

直線性の安定化などについて述べ,これらを応用した製品例を紹介した｡

し 緒 l::∃

受像管製造技術と偏向回路技術の進動こ伴い,受像管の偏向角ほ

一途に広角化の傾向をたどりつつある｡広角化による奥行きの短縮

と有効蛍光面面后の増加は,受像管および受信枚の商品価値を著し

く高め,従
,大口径品種に限られていた110度以上の偏向角が,

小口径のものにも適用されるようになり,日立製作所においてほ14

形110度偏向管に続いて独白の構想になる16形110度偏向管の

生をみるにいたった｡本稿では,この16形受像管に関する一,二の

考察を述べるとともに114度という広角偏向を行なううえに派生す

る偏向回路の問題の数点について検討する｡またこれらの結果を用

いた製品例を紹介する｡
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2.1古形受像管について

現在発表されている16形受像管は,400AB4と400CB4(16AUP4)

の2種であるが,これらほいずれも日立製作所が独自に開発した全

く新しい品種であって,商品名をワイドスクェア(Wide Square)

管と称するとおり,角形広角偏l句で奥行き短く,蛍光面曲率の小さ

い,いわゆるフラットフェースを特長とするものである｡このため

の■1J一組たとえば14形90度偏向管と比較した場合,画面の角

形化による有効面積の増加と,フラットフェースによる見やすさと

いう点ですぐれておF),今後国内の家庭用受信機の主力品種となる

べきものとして注目されている｡この受像管の仕様,特性に関する

詳細ほ既に本誌に発表されている(1)ので,本稿でほ別に使用者の立

場からみた若~I二の評価を行なった｡

2.1再現比について

日本テレビジョン 準方式でほ,送信画面は縦横比3:4の長方形

となっている｡一プア,一般の受信榛でほ局用モニタなどと異なり,

蛍光面の全部を使用するために,再生画面の形状ほ受像管の形状に

左右されることになるが,このため送信画面の何%かは必ず再生時

に欠損し,特に四隅の欠損が著しい｡この欠損部分が少ないほど,

受像管の送信画面に対する再現性が良いと考えられるので,欠損画

面の割合を知ることは受像管評価の一方法として有用であろうと考

えられる｡この手段としては第1図のように,蛍光面短径に外接す

る縦横比3:4の長方形の面積51に対する有効蛍光面面積52の比を

求めればよい｡有効蛍光面面積ほ管面写真から求虻)ることができる｡

便兄上,この比率を,受像管の~揮現性の程度をあらわす数値とい

う意味で,再現比(ReproductionRatio)と呼ぶこととする,,すな

わち

〟 ×100(%).

*
日立製作所横浜工場

打勅蛍光面に外椙~すさ♂=しデの良力軋(腑蟻J)
/′ 送イ言画面

∠受傍管有効蛍光面(面積ふ)

画血買桔ほ【i

第1図 送像画面形状と受像画面形状の比較

第1表 各種受像管の再現比および短径:長径伯

ここに, 属:一再規比

51:第1図長方形の面積(mm2)

52:第1図有効歎光面面積(mm2)

各種の代表的な受像管について求めた結果を第1表に示す｡これ

によれば400CB4(400AB4)は,14形90度管,14形110度管に比べ

て明らかにすぐれた再現性を持つことがわかる｡19形ワイドスクエ

ア管19AKP4も同様の結果を示している｡また,受像管有効画面の

大きさの表現として時に用いられる〔短径:長径〕という数値は,必

ずしも再現性の良否と一致しないことも同 により明らかである｡

ただし,この再現比は受像機のオーバスキヤソニングによる数%

の画面欠損を考慮していないので,実用時の再現比ほ全体に第1表

の値よりいくぶん小さくなるほずである｡

2.2 コントラスト比について

一般に偏向角が増大し,さらにナローネックになると,大面積コ

ントラストが劣化し,画面の比較的黒い部分が若干明るくなる傾向

にあることが宮田,安原氏により報告されている(1)｡これによれば,

コソトラスト劣化の原因は 子ビームがネックのリファレンス線什

近の内面や,コーン部内面にあたって散乱し,蛍光面全面にあたる

ためで,この程度が多ければネックシャドウとなる｡これを防てた

めに,400AB4,400CB4ではコーン部内面にフルートと称するみぞ

をつけて,管壁とビーム通路問に距離を持たせて良好な結果を得て

いる｡これに加えて,テレビ受信機に実装した場合ほ,前述のよう

に約5%の過偏向を行なうため,さらに悪粂什が追加される｡テレ

ビ信号のブランキングパルス幅の局聞偏差や,使用時の電源電圧低
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測定モード Ⅰ:4個所のコーナで過偏向
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Ⅴ:過偏向なし

第2図 過偏向量と大面積コントラストの関係

下による偏向出力の減小を考慮して,映像の端部が画面にあらわれ

ることを防ぐ意味で,あらかじめ多少の過偏向をさせて出荷してい

るのであるが,このため,走査の始終端で 子ビームがフェースを

はずれ,モールドマッチ部からスカート部にかけて衝突し,ネック

部と同様にここでも電子の散乱を生ずる｡したがって再現比の大き

い管ほど,この影響を受けにくく,この点においてもスクエアード

コーナほ有利である｡したがって,広角偏向管のコソトラスト評価

のためには,過偏向効果を含んだコソトラスト比の比較を行なわね

ばならない｡策2図は,過偏向箇所の増加(けい光面の各コーナを

順に過偏向してゆく)に対するコントラスト比低下の様√を示す｡

舞2図でほ,それぞれ代表的な構造の受像管を選んである｡すなわ

ち,14WP4は90度偏向で太いネックを持ち,画面の四隅の画面欠

損が多い｡また,14ASP4ほナロ･一ネックの110度偏向管で,フル

ートがなく,再現比ほ三老中最も低い｡400CB4ほナローネック114

度偏向管で,フルートを宥するスクェアードコーナ形である｡弗2

図によると,過偏向なしの状態でほ3老とも比較的近い値を示して

いるが,この巾では14WP4が良く,太いネック径と低偏向角が有

利であることを示している｡過偏向箇所が増すと,ネックおよびコ

ーナでの散乱電子が増すため,コントラスト比は低下してゆくが,

ネックとコーナの双方で散乱電子を生じやすい14ASP4の劣化度が

最も大きい｡また,14WP4ほ丸いコーナの影響東上ってこれにつ

ぎ,400CB4はフルートおよびスクエアードコーナの効果により最

も劣化が小さい｡これは400CB4が大面積コントラストの再生能力

にすぐれていることを意味する｡400AB4ほ,これらにF

400CB4と全く同様である｡

しては

以上のように,16形ワイドスクエア管ほ在米品種よりすぐれた再

現比を持ち,広角化に伴う大面積コントラストにおいてもすぐれた

性能を有することが明らかである｡

2.3 偏向回路の問題点

偏向角の広角化に伴う回路の変更ほ,ほとんど偏向系に限られる

が,特にトランスレス電源からの偏向の問題,由線性祁止の1iJJ題な

ど,垂直偏向出力段に関するものが多い｡

2.3.1偏向出力段の方式につし､て

舞3図は垂心･水平方向偏向角の変遷を示す｡90度,110度な

どの公称偏向角ほ,偏I句中心から蛍光面対狗を見こむ角度をいう

ため,垂Iffい水平方向偏向角の大小とほ一致しない場合がある｡

電磁偏向の場合,偏向電訪ほ偏向角増加率の2乗にほぼ比例し
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第44巻 第12号
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第3図 受 像管 偏 向 角 の 変遷

種

第4図 偏向角による偏向回路消費電力

て増加するが,偏向ヨーク,フライノミックトランス,垂直出力ト

ラノスなどの偏向部品の能率が同時に向上しているたポ), 際の

消費電力増加はこれよりも少なく,たとえば弟4図のようになる｡

同図の消 電力にほ,出力管陽極損失,第2格子損失,受像管ア

ノード供給電力なども含まれている｡これによれば,90度偏向回

路に比べて114度偏向回路の消費電力ほ,垂直偏向回路で約9%,

水平偏向回路で約47プgの増加となっている｡この電力増加分を

いかに経済的に得,いかにして良好な直線性を保つかという点に

広角偏向回路設計の要点が集約されるといっても過言ではない｡

経済的な観点から諭ずれば,電源回路ほ完全トランスレス方式

が最も有利である｡しかし,一般的な倍電圧整流回路から矧如こ

利川できる電源電虻ほ230V程度なので,偏向出力段の回路方式

はこれによっておのずから制限を受ける｡特に問題となるのは垂

直偏向回路の電源供給方式で,従来のように水平偏向段出力の一

部を用いる方式では,水平偏向管は広角化による電力の増加分に

加えて,垂直偏向電力の増加分も負担することになり,12G-B7

級の出力管では十分な出力余裕をとることがむずかしい｡また,

直線性,電源電圧変動に対する安定度,出力管およびダンパ管の

粛命に関して高度の要求を満たすことも困難になる｡これらのこ

とから垂直出力管の電視般水平偏向回闇と無閲係に取る方式によ

ることが好ましいと考えられる｡LかL,前署のブナ式ほ,回路の

簡射ヒなどに利点を有するため,前述の諸要求が満たされるなら

ばその利点を活用できる｡

垂直偏向出力管の選択ほ,このようにB電源から駆動される場

合,低圧で大出力を得ることができる五極管,またはど-ム四塩
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第6図(a) 出 力 管 色
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管に限定される｡10DE7などの低圧で動作する三極管もあるが,

完全トランスレス電源では出力が十分に得られない｡

このような電源供給力式には,このほかに,水平Llリノ管の貞荷

軽減による受像管アノード電ノ十三のレギュレーショソの向上,フラ

イバックトランスの温度上昇が′トさいなどの利点がある｡

2.3.2 垂直偏向直線性の問題

偏向角の広角化と蛍光面のフラットフェース化とによって,偏

向電流対輝点変位の関係ほ,いっそう非直線的になf),良好な偏

向直線性を維持するためにほ,いっそう厳密な輝点速度制御をH

なわねばならない｡俊足上,偏向電流を直線と見なすと,‖-リノ管

査♭=ん♪i(÷-豊+一女)什謹ナf2ト(1)
ここに,ん♪:偏向電流(1次換 )のピーク値(A)

r:走査畔問(s)

尺0:偏｢句コイル抵抗(→次換算)(王1)

⊥1:出力トラソス1次インダクタンス(H)

エ0:偏向コイルインダクタンス(一次換算)(H)

すなわち完全な二次曲線となる｡一方,出力管の励振放形i･ま,

C屈の充放 圧波形を用いるので指数関数的である｡この2老

閃の波形変換にほ多くの方法があるが,最も掛盲`1なものほ,～lりJ

管動相性の非直線性を利用するもので,三越管による偏直肛貼附こ

広く用いられているが, 際には簡単な波形補正回路を入力側に

置くことが必要である｡これに反し,五極管(ビーム管)の特性は

三極管と著しく異なるので,このガ法は適用できず,外部より波

形補正電旺を加える方法によらねばならない｡また五極管は特性

の直線部分が狭いために特有のひずみを生じるので,これも含め
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第8図 出力管陽極電圧近似波形(交流分)

た入力波形補正を行なわねばならない｡このために特殊な負帰還

を用いた回路(黄5図)が用いられている｡この回路の原理ほ,弄

る図(a)の垂直偏向出力管の負荷等価回路が,さらに弟る図(b)

のCβ四端子網に等価になることを利用している｡この等価条件

は

=C2月2

γ1【C2

/､-. ト

;● !

エ1 Clガ1

(∫;【リニーについてほ弟る図参照)

このとき,これら2回路のシステム関数は全く等しくなるため,

第占図(a)の〟0の端｢電ノ_仁波形すなわち偏向′電流波形E｡｡tほ,

同一人力についての売る図(b)のC2の絹イ′劇上E｡ut′に等しく

なる｢､この電肝を人力側に帰還することにより出力管のひ､ずみを

才丁ち消すことができるが,同時に負帰還ループ1月の定数を多少変

えることにより帰還披形をコントロールすることができるので,

これを前述の波形補正電圧としても使用できる｡このノブ法によれ

ば,比較的簡単な方法で椰当微細に直線性補正ができ,同時に負

帰還増幅器として働くために,部品･真空管の製造偏差や電源

仕変動の影響せ軽減することができる｡

2.3.3 垂直偏向直線性の安定化

広角化に従って偏向電力が増加するために,当然偏向コイルの

銅損も大となる｡偏向コイルの桃造は,水平偏向コイルと垂直偏

向コイルが薄い絶縁物を介して密 しているため,両者からの発

熱が相加され,コイル内の温度上昇ほ90度偏向時に比べて相当に

大きくなる｡このため,垂直偏向コイル抵抗値の増加が無視し得

なくなり,これが出力管負荷曲線の傾度を部分的に変化させるた

め,第7図のようなi了l二組性変動をもたらす｡水-牛偏向回路では,

コイルほはとんどリアクタンス負荷として働いているため,抵抗

変化の影響は少ない｡このほかに垂直偏向直線性を変動させる要

素としては,2.3.2項に述べた波形補正回路の定数の温度変化に

よる純正′鼠虻の変化が考えられる｡第5図の実際の波形補正回路

に第8図の近似出力管陽極電圧髄形を加えた場合の出九 すなわ

ち補正花月三を求めてみると次式のようになる｡
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ここに,㍑(′):単位跳躍関数
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α,β:S2+AIS+A｡=0の2板

ただし, Al=

E2

r′C㌔(α-β)

gl

C2斤(α-β)

巨α(卜符)-ββ(仁ち)‡

(旦+ガ2)Cl+(ガ2+ガ3)C2

Ao=-

CIC2(凡々2十β2β3+点3点1)

1

CIC2岬1β2+ガ2月3｣-〟3ガ】)

舞9図にEl=1,000V,塾=300V,71♪=470/′Sの場合の出力

を示す〔直線性の阻度変化ほ,大部分が偏lこ-Jコイル抵抗の限度特

性によるものである｡コイル鵬抗の温度補償は,負の温度係数を

もつ非直線抵抗をコイルに1~｢■二列に接続することによってできるが

弟7図の特性をもつ回路に,サー スタを川いて,第10図のよう

第44巻 第12号

第12図 抑度調節による重出振幅変化補借回路

(､経度が~Fがると出ノ｣管バイアスが浅くなり出プJが増す)

な改善結果を得ている｡これは実用上,ほとんど直線性の変化を

識別できない程度の値である｡

2.4 広角偏向テレビ受信機の実際例

的な114度偏向16形テレビの例として,口立テレビ"アイリ

ーソ"STX-850と,"スザンナ"STX-750をあける｡

2.4.1STX-850 について

16形l~十立テレビの最初の機種で,114度偏向管の奥行きの短か

さを生かして弟11図のようなスーツケースタイプにまとめたも

のである｢､このため機購ほ垂直シャシを採用し,蝶番でキャビネ

ット外部にとりⅢせるようにして,サービスの使を図っている｡

このような形式のセットでは,内部の氾度上昇が他の機種に比べ

ていくぷん大きくなることは避けられないが,温度特性を十分に

考慮した部l-1【'l配Jlさt～と通気孔の什理的な.弘汁,および前述の温度補

慣を子Jなうことにより,他機種と同様の毀損条件に十分耐えうる

性能を得たっ

垂直甘力管にほ5CZ5を用い,前述の直線性純正Iq路により,

±5%以内の直線性を安定に得ている｡

普通,受像管陽極電源の電源インピーダソスは,フライバック

トランスの大きさに制限されて,あまり低くできないため,輝度

調繋に伴い,若干の高圧変動を生じ,このため受像管偏向感度の

変化を/_巨じて振幅が変化するり 重刷刷r∫川1ノブ管の1陽梅′壱源を水平

偏向回路からとる方式では,受像管の陽梅電流のJ■別冊こつれて垂

直出力管への電圧ほ低下するので,一陽極揖疋減少による血1乙1二振幅

の増加射里える作用が成ったが,5極管せ川いたセットでは,垂

直偏向出力が輝度変化と無闇附こ--･定であるために,輝度を上げ

ると車両振幅が欄すという現象を!しこずる∩ このたふ′)弟】2図のよ

うな補償回路せ川い,抵触変化を打ち汀けようにしている｡′
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第14図 STX-750 シ ャ シ 上而

2.4.2 STX-750について

弟13図のような横形の標準塵種で,全体的な回路構成ほSTX-

850 と大体同じであるが,この機種では特に重商発振出力用とし

て新しく開発した三極五梯複合管,8R-LPlを使月=ノている｡こ

のために,頚洒捕細枠l路を押･球で小形にプリント基板化すること

が可掛こなり,木機種では,120×90(mm)のプリント基枇に,

電源関係を除いた全垂直偏向回路を収めている〔またこれ以外に

も,映像小間周波増幅および検波,ビデオH力および同期分離･

増幅,音声巾開聞波増幅および検波･音声増幅,水平発振および

パルス幅AFCの各回路をそれぞれブロック別に基板化し,品質

の均一化と性能の向上を因っている(弟14図)｡

3.結

114比偏向16形受像管にE する若干の評仙と,広/仙i向出力回路

に生ずる問題点のいくつかを述べた｡

受像管の再現性評価の観点から再現比という値を提案したが,こ

れにより受像管の画面再現能力を数量的に比較することができる｡

再現比の実測値によれば,スクェアードコーナ形受像管は明らか

にすぐれた再現性を右しており,広角化による大面積コントラスト

の劣化度においても従来品種よりもすぐれた性能を持つことを示し

た｡偏向回路については,特に直線性と出力の安定度について述べ

た｡またこれらを応用した製品の例を示した｡

以上に述べたように,16形114度偏向受像管は多くのすぐれた特

長を有し,広角イヒによって派生する回路技術上の問題点も解決をみ

ているので,16形管が従来の14形90度偏向管に代わり,国内テレ

ビ受信機の標準l冒1種となるのも時期の問題であると思われる〔
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析
体
長
究
究
究
質
論
究

光
成

T
r
.
.
-
二

研

･電 子 エ ネ ル ギ

･ハ ロ 燐酸 カ ル シ ウ ムーーカト

･インジウム融液からのゲルてニウム
● サ

ー

● 7

一 分

ウ ムi捻

単結 晶

ス タ 材 料 の

ラ イ ト

･炭 化 棚 素 の 合 成 をこ

･硫 酸 グ リ シ ソ の

･高 分 子 の 緩 和 現

･洋白の低温焼鈍機構に関する
･タ ン グ ス テ ン の 低

･時間的な変動を伴う二次元層

･動力 伝達用 平 歯 車 の ピ ッ

発 行 所 口

す■気

削
研
一
研
性
理
椚

の再

付

る的

流境界層の研究

チ ソ グ に つ い て

立

取 次 店 株式会社 オーム社

･質最分 析 計 に よ る 同体試料の同位体分析
~ナ｢

●【‡.J 速 度 記 録 計 の 二,三 の 問 題.1∴く

･ビジこ】ソの感度制御によ る動作光量鶴城の拡人

･ミ リ 波 低 損 失 伝 送 導 波 管

･｢l 立 ア ナ ロ グ 計 算 機 の 研 究

･HARPlO3(HIPAClO3の日動プロブラ ングシステ

ム)

･半導体整流器を用いたカスケード形整流回路における直
流電圧降下

･連 中 性

･沸騰 水

数定組と

の流相二るけおに炉子原形

東京都千代田区丸ノ内1丁目4番地

東京都千代田区神田錦町3丁目1番地




